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　12月に、町内の幼稚園や保育園で餅つきが行われました。北幼稚園では、12月16日
㈬にお父さんたちの協力で餅つきが開催され、園児たちは「そーれ、そーれ」と掛け
声をあげながら、一生懸命に杵を振り下ろしていました。

年末のお楽しみ！餅つき体験
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謹 

賀 

新 

年

長泉町長
　遠藤  日出夫

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
と
い
う
大
き
な
課
題
に
対
し
て
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
り
、
総
力
を
挙
げ
て
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
好
循
環
を
確
立
す
る

た
め
、
各
地
方
自
治
体
は
独
自
の
戦
略
を
立
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
町
は
、人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
数
少
な
い
自
治
体
で
あ
り
、町

の
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、２
０
６
０
年
時
点
の
人
口
を

４
万
３
千
人
程
度
維
持
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、「
オ
ー
ル
長
泉
の
取
組
」で
、住
ん
で
良
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
住
民
満
足
度
が
向
上
す
る
ま
ち
、町
域
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
に

選
ば
れ
続
け
る
、魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、今
後
と
も
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
政
に
お
い
て
は
、
静
岡
県
が
産
業
振
興
や
地
域
活
性
化
、
防
災
・
減
災
機
能
の
充

実
・
強
化
な
ど
を
目
指
し
て
推
進
し
て
い
る
「
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
組
」
の
第
１

号
事
業
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
、
新
東
名
高
速
道
路
長
泉
沼
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区

に
、
農
畜
産
物
の
加
工
や
惣
菜
の
製
造
及
び
配
送
業
務
を
行
う
物
流
拠
点
施
設
が
稼
動
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
施
設
の
稼
動
に
伴
い
、
災
害
に
強
く
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
、
進
出
企
業
と
の
間
で
、
災
害
時
に
必
要
な
物
資
の
調
達
・
運
搬
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
有
事
に
備
え
た
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
有
事
に
強
い
産
業
集
積
を
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図
り
な
が
ら
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
更
に
、
旧
温
水
プ
ー
ル
跡
地
周
辺
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
賑
わ
い
と
潤
い
づ
く
り

の
場
の
創
出
を
目
指
し
、
民
間
の
商
業
施
設
と
公
共
の
こ
ど
も
関
連
施
設
と
の
複
合
施
設
の
整

備
を
図
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
、
民
間
事
業
者
と
の
間
で
基
本
協
定
の
締
結
を
い
た
し
ま
し
た
。

民
間
と
公
共
の
施
設
併
設
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、
更
な
る
町
の
魅
力
発
信
や
人
々
の
憩
い

の
場
の
創
出
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
早
期
事
業
着
手
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
、
第
４
次
長
泉
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
は
、
町
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
自
然
と
都
市
の
共
生　
人
と
ま
ち
の

健
康
創
出　
い
き
い
き
長
泉
」
の
実
現
に
向
け
、
前
期
基
本
計
画
の
重
点
項
目
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
「
健
康
づ
く
り
」「
環
境
対
策
」「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
支
援
」
に
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
を
育
む
た
め
、
新
た
に
「
教
育
支
援
」
を
加
え
、
重
点
項
目
を
５
つ
掲
げ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
を
高
め
な
が
ら
、
総
合

的
・
横
断
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
町
に
寄
せ
る
思
い
の
大
き

さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
町
民
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
「
日
本
一
の
笑
顔
が
輝
き

続
け
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
町
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
重
点
課
題
に
対
し

て
、
気
持
ち
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
の
推
進
に
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
た
め
の
基
準

●富士山眺望の継承や新たな魅力の創出によって町の価値を高める
●新たな産業の創出や交流の活発化によって町をさらに発展させる
●町民、事業者、行政の協働による景観形成を進める
●長期的な視点のもと景観形成を進める

富士山と愛鷹山を望み、
魅力と活力のある美しいまち

―景観形成の目標と基本的な考え方―

手続きの流れ
　
町
内
で
一
定
規
模
以
上
の
建
築
行
為

な
ど
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
行
為

に
着
手
す
る
30
日
前
ま
で
に
、
町
に
届

け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対�　
象
／
平
成
28
年
５
月
１
日
以
降
に

行
為
に
着
手
す
る
も
の

大
規
模
な
建
築
物
・
工
作
物
の

新
築
・
増
築
な
ど
は

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

景
観
形
成
に
取
り
組
む
た
め
の
条
例

や
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

■
長
泉
町
景
観
条
例

　

 

景
観
形
成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例

■
長
泉
町
景
観
形
成
基
本
計
画

　

 

町
の
景
観
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向

性
を
示
す
計
画

■
長
泉
町
景
観
計
画

　

 

景
観
法
に
基
づ
き
行
為
の
制
限
に
関

す
る
事
項
な
ど
を
定
め
る
計
画

計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

　
平
成
25
年
度
か
ら
専
門
家
を
委
員
長

と
す
る
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
町
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
説
明
会
で
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
、
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
、
町
都
市
計
画
審

議
会
の
意
見
を
伺
っ
た
後
に
、
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

事
前
協
議
（
任
意
）

行
為
の
届
け
出

（
行
為
の
着
手
の
30
日
前
ま
で
）

行
為
の
着
手

完
了
報
告

（
必
要
に
応
じ
て
）

修
正

勧
告
・

変
更
命
令

適
合
の
審
査

適
合

不
適
合

　町は、景観法に基づく景観行政団体として、町、町民、事業者の協働により良好な景観形成に積極的に取
り組んでいくため、「長泉町景観条例」を制定するとともに、「長泉町景観形成基本計画」と「長泉町景観計画」
を策定しました。

より良い景観を目指して
―長泉町景観条例・長泉町景観計画がスタートします―
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使用可能な色

そのほかの有彩色
明度：3.0以上
彩度：2.0以下

０Ｒ～10Ｒ
明度：3.0以上
彩度：4.0以下

０YR～５Ｙ
明度：3.0以上
彩度：6.0以下彩度
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延べ面積1,000㎡

敷地面積1,000㎡

高さ15ｍ
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●問い合わせ●　建設計画課　☎989‐5520 ※マンセル値…色彩を「色相（色合い）」「明度」「彩度」の
　　　　　　　３つの属性の組み合わせで表現したもの。

良
好
な
景
観
を
形
成
す
る
た
め
の
基
準

■�

工
作
物
の
新
設
・
増
築
・
改
築
・
外

観
の
変
更
を
行
う
も
の
で
次
の
い
ず

れ
か
の
規
模
に
該
当
す
る
も
の

市
街
化
区
域
／

　
高
さ
15
ｍ
を
超
え
る
工
作
物

市
街
化
調
整
区
域・都
市
計
画
区
域
外
／

　
高
さ
10
ｍ
を
超
え
る
工
作
物

全
て
の
地
域
／

・ 

築
造
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
の
工
作
物

・ 

高
さ
５
ｍ
を
超
え
る
擁
壁
、
垣
、
さ

く
、
塀
な
ど

・ 

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
パ
ネ
ル
）

の
合
計
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
の
発

電
設
備

■
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

　

 

夜
間
に
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た
め
、

３
カ
月
以
上
継
続
し
て
建
築
物
な
ど

の
外
観
に
行
う
照
明
の
新
設
、増
設
、

改
設
、
移
設
、
色
彩
な
ど
の
照
明
方

式
の
変
更

※ 

景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定
し
て
い

る
「
新
東
名
長
泉
沼
津
I
C
周
辺
地

区
」、「
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
周

辺
地
区
」
は
、
届
け
出
が
必
要
な
行

為
や
色
彩
の
基
準
が
異
な
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、建
設
計
画
課
、ま
た
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
建
築
物
な
ど
の
色
彩
の
基
準

　
建
築
物
や
工
作
物
の
外
観
の
色
彩
は
、

日
本
工
業
規
格
Ｚ
８
７
２
１
（
※
マ
ン

セ
ル
値
）
に
お
い
て
次
の
基
準
に
適
合

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
行
為
の
制
限
の
基
準
（
抜
粋
）

【
配
置
】

　

 

建
築
物
の
壁
面
や
柱
は
、
道
路
か
ら

後
退
さ
せ
、
周
囲
に
圧
迫
感
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
。

【
高
さ
】

　

 

建
築
物
や
工
作
物
の
高
さ
は
、
周
辺

の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
。

【
意
匠
形
態
】

　

 

建
築
物
や
工
作
物
の
デ
ザ
イ
ン
や
色

彩
は
、
周
辺
と
調
和
し
た
落
ち
着
き

の
あ
る
も
の
と
す
る
。

【
素
材
】

　

 

外
壁
な
ど
の
素
材
は
、
で
き
る
だ
け

汚
れ
が
目
立
た
ず
維
持
管
理
し
や
す

い
も
の
を
選
択
す
る
。

【
屋
外
広
告
物
】

　

 

自
己
の
用
に
供
す
る
以
外
の
も
の
、

建
築
物
の
屋
上
に
設
置
す
る
も
の
、

の
ぼ
り
旗
は
避
け
る
。

【
屋
外
駐
車
場
・
ご
み
置
き
場
】

　

 

公
共
空
間
か
ら
見
え
に
く
い
位
置
と

す
る
。ま
た
は
、敷
地
際
へ
の
植
栽
、柵
、

塀
な
ど
の
設
置
に
よ
り
修
景
す
る
。

【
資
材
置
場
】

　

 

整
然
と
し
た
積
み
上
げ
方
を
し
、
堆

積
物
の
高
さ
を
低
く
抑
え
る
。

【
夜
間
照
明
】

　

 

回
転
灯
や
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
な
ど
、
光

の
量
が
多
く
動
き
の
あ
る
も
の
は
避

け
る
。

届
け
出
が
必
要
と
な
る
行
為

■�
建
築
物
の
新
築・増
築・改
築・移
転・

外
観
の
変
更
を
行
う
も
の
で
次
の
い

ず
れ
か
の
規
模
に
該
当
す
る
も
の

市
街
化
区
域
／

　
高
さ
15
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

市
街
化
調
整
区
域・都
市
計
画
区
域
外
／

　
高
さ
10
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

全
て
の
地
域
／

・ 

敷
地
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
の
建
築
物

・ 

延
べ
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
の
建
築
物

高
さ
15
ｍ（
10
ｍ
）

広告板 電柱 煙突
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緑豊かな自然環境のよさ

悪臭の発生のない環境 3.3%3.3%
1.6%1.6%

37.8%37.8% 3.6%3.6%6.4%6.4%18.3%18.3% 29.0%29.0%

3.0%3.0%
1.7%1.7%

38.1%38.1% 3.8%3.8%6.9%6.9%18.7%18.7% 27.6%27.6%

街中の文化、芸術（彫刻）環境のよさ 3.7%3.7%5.0%5.0% 9.5%9.5%50.9%50.9% 8.8%8.8%6.2%6.2% 16.0%16.0%

公民館、地区集会施設の利用しやすさ 3.3%3.3%4.7%4.7% 11.7%11.7%45.5%45.5% 8.3%8.3%8.0%8.0% 18.6%18.6%

ばい煙、排気ガスなどのない環境 3.6%3.6%6.3%6.3%
3.1%3.1%

41.7%41.7% 10.9%10.9%11.5%11.5% 22.9%22.9%

工場、車等の振動、騒音などのない環境 3.4%3.4%10.2%10.2%
1.2%1.2%

36.7%36.7% 15.9%15.9%11.7%11.7% 20.9%20.9%

調査内容／
□定住意識について
□地区や生活環境について
□町の取り組みについて
□長泉町が目指しているまちづくりのあり方について
□「総合計画の指標に関する項目」について
□そのほか、町が進める各種施策などについて
調査方法／調査票を郵送で配布、回収
対　象／町内在住の20歳以上の方
対象人数／3,000人（無作為抽出）
回収数／1,720通（回収率57.3％）

　町では、日常生活における住民の皆さんの意識や、行政に対する要望などを把握して今後の行政施策に反
映させるため、昨年７月に住民意識調査を実施しました。
　ここでは、その結果の一部を公表します。

～こんな町であってほしい～

住民意識調査の結果を公表

　調査結果をまとめた住民意識調査報告書は、
役場２階情報コーナーと町民図書館に置いて
あります。また、町のホームページからも閲
覧できますので、ぜひご覧ください。

問　行政課　☎989‐5500

生
活
環
境
の
満
足
度

生
活
環
境
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
満
足
し
て
い
ま
す
か

　
「
悪
臭
の
発
生
の
な
い
環
境
」の「
満

足
」
と
「
ほ
ぼ
満
足
」
の
合
計
が
47
・

３
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
緑
豊
か

な
自
然
環
境
の
よ
さ
」が
46・３
％
、「
ば

い
煙
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の
な
い
環
境
」

が
34
・
４
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
将
来
都
市
像

長
泉
町
を
ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
に

し
た
い
と
考
え
ま
す
か

　
「
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
医
療

関
係
産
業
が
盛
ん
な
医
療
先
進
都
市
」

が
最
も
高
く
、「
子
育
て
環
境
が
充
実

し
た
子
育
て
先
進
都
市
」、「
高
齢
者
、

心
身
障
が
い
者
な
ど
が
快
適
に
生
活
で

き
る
福
祉
都
市
」
が
上
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

将来都市像
がんセンターを核とした医療関係産業が盛んな

「医療先進都市」 38.6％

子育て環境が充実した「子育て先進都市」 37.9％
高齢者、心身障がい者などが快適に生活できる

「福祉都市」 34.8％

道路等生活基盤の整備された「快適環境都市」 24.2％
町民一人ひとりが健康に関心を持ち、様々な角
度から健康づくりを促進する「健康先進都市」 24.1％
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通勤・通学の便がよい

買い物等の日常生活（通勤・通学を除く）の便がよい

スポーツや趣味などの活動がしやすい

手頃な家、土地があった

自然環境がよい

雰囲気がよい

地域や近所との関係がよい
（H24から追加）

子育てがしやすく子どもの教育環境がよい

医療環境が充実している
（H24から追加）

防災・治安の面で安心である
（H24から追加）

勤務先の社宅、寮がある

結婚相手の家がある
（H24から追加）

親がいる（親の出身地）

老後も住みやすそう

特に理由はない
（H24から追加）

そのほか

無回答

0 50％25

H27
H24
H20

34.3
32.7
32.8

28.6
24.4

16.1

0.8
1.2
3.6

4.1
6.0

10.1

6.1
8.5

9.7
10.1

6.9

23.5
18.8

26.0

10.6
15.0

3.2
4.3
6.9

3.8
2.6

8.8
8.6

12.7
16.7

12.1

7.3
7.5

7.2
7.5

5.5

15.6
17.4

15.5

23.9
28.1
30.6

3.7
1.2
1.3

項目別満足度（上位）【満足（充実）+やや満足（充実）】

項目別不満足度（上位）【不満（不足）+やや不満（不足）】

町
の
取
り
組
み
へ
の
満
足
度

定
住
意
識
②

長
泉
町
の
取
り
組
み
に
ど
の
程
度
満

足
し
て
い
ま
す
か

現
在
の
地
区
に
住
ん
で
い
る
理
由
は
何
で
す
か

0 20 40 60 80 100％
■ ずっと住みたいと思っている　■ できれば住みたいと思っている（H24 から追加）
■ 町内の他地区に移りたいと考えている　■ 町外に移りたいと考えている
□ わからない　■ 無回答

H20

H27 1.7%1.7%

H24

38.9%38.9% 36.6%36.6% 3.7%3.7% 6.3%6.3% 12.7%12.7%

3.0%3.0%

3.9%3.9%

16.7%16.7%7.3%7.3%

11.6%11.6%

7.6%7.6%

6.3%6.3%

65.4%65.4%

4.8%4.8%33.1%33.1%40.3%40.3%

定
住
意
識
①

現
在
の
地
区
に
、
今
後
も
ず
っ
と

住
み
た
い
と
考
え
ま
す
か

　
長
泉
町
に
今
後
も
ず
っ
と
住
み
た
い
、

で
き
れ
ば
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方

が
75
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
平

成
24
年
度
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、２・

１
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
通
勤
・
通
学
の
便
が
よ
い
」が
、最
も
高
く
34
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活
の
便
が
よ
い
」
も
前
回
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
手
頃
な
家
、土
地
が
あ
っ
た
」「
子
育
て
が
し
や
す
く
子
ど
も
の
教
育
環
境
が
よ
い
」

は
前
回
の
調
査
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
施
策
に
対
す
る
満
足
（
充
実
）

度
は
、「
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
各

種
健
（
検
）
診
」
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
満（
不
足
）
度
は
、「
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
充
実
」
や
「
歩

道
・
生
活
道
路
の
整
備
」
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

項　目 分　野 満足度
１ 健康相談、健康教育、各種健（検）診 健康福祉 45.1％
２ 子育て世帯への支援 教育学習 41.0％
３ 広報ながいずみ等による情報提供 協働・行財政 40.9％

項　目 分　野 不満度
１ バスなどの公共交通の充実 都市整備 44.5％
２ 歩道の整備 都市整備 41.0％
３ 生活道路の整備 都市整備 31.0％
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「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
長
泉
町
の
応
援
は
県
下
１

位
の
応
援
だ
と
思
い
ま
す
。
草
薙

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
声
援
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
。
そ
の
声
援
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
第
１
回
大
会
か
ら

第
16
回
大
会
ま
で
の
１
６
９
区
間
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
苦
し
い
練
習
に
耐

え
た
成
果
を
発
揮
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
次
の
大
会
へ
前
を
向
い
て

進
み
始
め
る
彼
ら
に
勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
町
民

４
万
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
20
人

で
す
。
代
表
者
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
堂
々
と
優
勝
に
向
け

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」

監
督　
曽
根　
厚

町の部５位入賞！
静岡県市町対抗駅伝競走大会結果報告

　
選
手
や
監
督
、
コ
ー
チ
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
に
挑
ん

だ
結
果
、
長
泉
町
は
町
の
部
５
位
（
２

時
間
24
分
39
秒
）
と
な
り
、
16
年
連
続

で
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　12月５日㈯に第16回静岡県市町対抗駅伝競走大会が静岡市内で行われました。県内全35市町から39チーム
（市の部27チーム、町の部12チーム）が参加し、スタートの静岡県庁前からゴールの県営草薙陸上競技場ま
での11区間、42.195㎞をタスキをつなぎました。
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メ
ン
バ
ー
紹
介

第
１
区　
柏
原
理
沙　
　
14
分
22
秒

第
２
区　
坂
部
寛
太　
　
６
分
10
秒

第
３
区　
川
口
栞
緒　
　
５
分
09
秒

第
４
区　
古
瀨
凪
沙　
　
12
分
07
秒

第
５
区　
冨
田
修
平　
　
20
分
28
秒

第
６
区　
髙
平
晃
弥　
　
15
分
45
秒

第
７
区　
大
田
黒
太
郎　
12
分
18
秒

第
８
区　
関
野
実
穂　
　
11
分
32
秒

第
９
区　
神
戸
な
な
せ　
17
分
40
秒

第
10
区　
栗
原
佑
輔　
　
13
分
45
秒

第
11
区　
鈴
木
隼
人　
　
15
分
23
秒

計　
２
時
間
24
分
39
秒

小
学
生
１
５
０
０
ｍ
出
場
選
手

　
三
輪
奏
斗　
　
４
分
59
秒

（
町
の
部
１
位
）

　
和
智
の
ど
樺　
５
分
56
秒

監　
督　
曽
根　
厚

コ
ー
チ　
乗
末
達
也

主　
将　
大
嶽
公
康

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

　
星
野
幸
信　
塩
谷　
聖

　
山
田　
葵　
田
中
優
名

　
山
川
裕
之　
坂
本
美
咲　

　
（
敬
称
略
）

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

第１区 第２区スタート地点

第３区 第３中継所 第11区

表彰式 小学生1500ｍ（町の部男子） 小学生1500ｍ（町の部女子）
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富
士
山
南
東
消
防
組
合
が
始
ま
り
ま
す
！

市
町
が
つ
な
が
り
、
消
防
救
急
力
を
強
化
す
る

特集

消防広域化
第一弾

●問い合わせ●　消防署　☎986 ‐ 1199

広
域
化
で�

消
防
体
制
の
基
盤
強
化
を
図
る

　
災
害
の
大
規
模
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
社
会
の
進
展
に
伴
う
地
方
自
治
体
の

財
政
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

一
層
の
消
防
力
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

現
在
の
消
防
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

も
難
し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
消
防
は
こ
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
将
来
を
見
据
え
る
中
、
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
責
務
を
果
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
広
域
化
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
消

防
体
制
を
実
現
す
る
上
で
、
有
効
な
手

段
で
す
。

広
域
化
に
よ
る�

新
た
な
消
防
救
急
体
制

　
長
泉
町
、
三
島
市
、
裾
野
市
に
そ
れ

ぞ
れ
あ
っ
た
消
防
本
部
は
富
士
山
南
東

消
防
本
部
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
富
士
山

　
富
士
山
南
東
消
防
組
合
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
運
用
さ
れ
る
、
長
泉

町
、
三
島
市
、
裾
野
市
か
ら
な
る
広
域

消
防
組
合
で
す
。
組
合
で
は
、
２
市
１

町
の
２
２
６
・
７
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
管
轄
し
、
20
万
６
９
６
６
人
（
平

成
27
年
４
月
現
在
）
の
住
民
の
皆
さ
ん

を
お
守
り
し
ま
す
。

消
防
広
域
化
へ
の
取
り
組
み

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
「
三
島
市
、

裾
野
市
及
び
長
泉
町
消
防
広
域
化
推
進

協
議
会
」
を
設
置
し
、
消
防
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
に
つ
い
て
協
議
、
調
整
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

各
市
町
で
広
域
消
防
運
営
計
画
の
策
定

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
11
月
の
市
町
議
会
で
は
一
部

事
務
組
合
の
設
立
に
関
す
る
議
案
に
つ

い
て
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
静
岡
県
知
事
の
許
可
を
受

け
て
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
富
士

山
南
東
消
防
本
部
と
し
て
２
市
１
町
の

消
防
業
務
を
行
い
ま
す
。

南
東
消
防
本
部
で
は
、
本
部
を
三
島
市

に
置
き
、
２
市
１
町
を
合
わ
せ
て
、
３

つ
の
消
防
署
、
５
つ
の
分
遣
所
で
運
用

し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
活
動
隊
に
つ
い
て
は
、

三
島
10
隊
・
裾
野
５
隊
・
長
泉
３
隊
を

統
合
し
て
18
隊
と
し
、
統
一
し
た
指
揮

の
も
と
で
消
防
救
急
体
制
の
強
化
を
図

り
、
よ
り
迅
速
に
火
災
な
ど
の
災
害
現

場
や
救
急
車
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
の

も
と
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

パブリック・コメントで皆さんからいただいたご意見は、町ホー
ムページ、消防署、役場２階・情報公開コーナー、コミュニティ
ながいずみ、南部地区センターで閲覧できます。

須山分遣所

裾野消防署

茶畑分遣所

長泉消防署

長泉町長泉町

裾野市裾野市

三島市三島市

富士山南東消防本部
三島消防署

中郷分遣所
錦田分遣所

北分遣所

消防本部・消防署・
分遣所の所在地
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情報ステーション プラス

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
・
感
染
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

■
最
優
秀
賞
（
４
人
）

・
一
色
良
太
さ
ん
（
長
泉
小
３
年
）

・
渡
邉
眞
央
さ
ん
（
長
泉
小
４
年
）

・
増
田
季
峰
さ
ん
（
南
小
６
年
）

・
小
林
由
季
さ
ん
（
長
泉
中
３
年
）

　
第
14
回
な
が
い
ず
み
子
ど
も
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
左
記
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
、
12
月
13
日
㈰
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
優
良
賞
（
13
人
）

・
今
井
理
人
さ
ん
（
長
泉
小
１
年
）

・
宮
本
莉
沙
さ
ん
（
長
泉
小
１
年
）

・
植
松
祐
衣
さ
ん
（
長
泉
小
２
年
）

・
安
武
久
遠
さ
ん
（
南
小
２
年
）

・
土
屋
め
い
な
さ
ん
（
長
泉
小
５
年
）

・
三
輪
奏
斗
さ
ん
（
長
泉
小
６
年
）

・
落
合
悠
貴
さ
ん
（
南
小
６
年
）

・
栗
木
孝
子
さ
ん
（
南
小
６
年
）

・
塩
見
拓
人
さ
ん
（
北
中
２
年
）

・
髙
田
隆
太
郎
さ
ん
（
長
泉
中
２
年
）

・
中
村
衣
里
さ
ん
（
長
泉
中
２
年
）

・
山
本
菜
々
美
さ
ん
（
長
泉
中
２
年
）

・
黒
川
実
来
さ
ん
（
長
泉
中
３
年
）

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

7
8
0
1

感
染
経
路

■
食
品
か
ら
の
感
染

・ 

感
染
し
た
人
が
用
便
後
、
手
を
よ
く

洗
わ
ず
に
調
理
を
行
い
食
品
が
汚
染

さ
れ
、
そ
の
食
品
を
食
べ
た
場
合

・ 

ウ
イ
ル
ス
の
蓄
積
し
た
カ
キ
な
ど
の

二
枚
貝
を
十
分
に
加
熱
せ
ず
食
べ
た

場
合

■
人
か
ら
の
感
染

・ 

感
染
し
て
い
る
人
の
ふ
ん
便
や
お
う

吐
物
か
ら
感
染
す
る
場
合

・ 

家
庭
や
施
設
内
な
ど
で
飛
ま
つ
な
ど

に
よ
り
感
染
す
る
場
合

食
中
毒
や
感
染
症
の
予
防

■
正
し
い
手
洗
い
で
感
染
を
防
ぐ

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
基
本

は
手
洗
い
で
す
。
食
事
の
前
、
ト
イ
レ

の
後
、調
理
の
前
な
ど
、効
果
的
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
石
鹸
を
つ
け
て
し
っ
か
り
と
泡
立
て
、

約
15
秒
洗
っ
て
か
ら
流
水
で
洗
い
流
し

ま
す
。２
回
の
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。

■
食
品
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

・ 

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
中
心
部
ま
で

し
っ
か
り
と
火
を
通
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。（
中
心
温
度
85
度
～
90
度
、

90
秒
以
上
加
熱
）

・ 

ま
な
板
や
包
丁
な
ど
調
理
器
具
の
消

毒
を
行
い
、
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
人
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

　
感
染
し
た
人
の
お
う
吐
物
や
ふ
ん
便

を
正
し
く
処
理
し
、
広
が
り
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

問　
県
東
部
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　
☎
920

-

２
１
０
２

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症
は
毎
年
11
月
頃
か
ら
発
生
件
数
が
増
え

始
め
、翌
年
の
３
月
頃
ま
で
多
発
し
ま
す
。予
防
対
策
を
行
い
、感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
優
秀
賞
（
８
人
）

・
宮
田
萌
愛
さ
ん
（
長
泉
小
２
年
）

・
山
下
堅
太
郎
さ
ん
（
長
泉
小
３
年
）

・
竹
内
悠
真
さ
ん
（
長
泉
小
５
年
）

・
清
和
郁
菜
さ
ん
（
北
中
１
年
）

・

原
秀
隆
さ
ん
（
長
泉
中
１
年
）

・
北
山
歩
花
さ
ん
（
長
泉
中
２
年
）

・
笠
井
あ
お
い
さ
ん
（
北
中
３
年
）

・
植
松
咲
音
さ
ん
（
長
泉
中
３
年
）
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
全
４
回
）
を

開
催
し
ま
す

第
51
回
長
泉
町
民
文
化
祭

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

■
第
１
部

　

 「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
！
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

と　
き
／
１
月
31
日
㈰

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
（
予
定
）

出　
演
／
チ
ャ
イ
ム
マ
リ
ー
ベ
ル

曲　
目
／

　

 

ス
ケ
ー
タ
ー
ズ
ワ
ル
ツ
、デ
ィ
ズ
ニ
ー

メ
ド
レ
ー
、
日
本
の
四
季
な
ど

※ 

当
日
は
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
体
験
も
あ

り
ま
す
。

■
第
２
部

　

 「
大
人
の
た
め
の
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」

と　
き
／
１
月
31
日
㈰

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分
（
予
定
）

出　
演
／

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

曲　
目
／

　

 

Ｌ

-

O

-

V

-

E
、枯
葉
、ダ
ニ
ー
・

ボ
ー
イ
な
ど

※ 

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
各
回
１
５
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料
／
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

※ 

入
場
整
理
券
は
、
１
月
６
日
㈬
午
前

10
時
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず

み
で
配
布
し
ま
す
。（
第
１
部
・
第
２

部
と
も
１
人
各
２
枚
ま
で
）

　
平
成
27
年
度
の
町
民
文
化
祭
を
締
め
く
く
る
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
心
地
よ
い
音
色
に
身
を
委
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
楽
し
く
育
児

で
き
る
よ
う
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／

　
町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
夫

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

持�

ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

室
内
履
き

※ 

第
１
回
は
手
鏡
と
歯
ブ
ラ
シ
、
第
２

回
は
エ
プ
ロ
ン
、
第
３
回
は
室
内
用

運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申�

込
方
法
／
第
２
回
の
み
２
月
３
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

※ 

そ
の
ほ
か
の
回
は
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-
８
７
６
０

回 と　き 内　容

① ２月３日㈬
９：30～正午 妊娠後半期の生活・親子の歯科保健

② ２月10日㈬
９：30～12：30 妊娠、授乳中の栄養・調理実習

③ ２月17日㈬
９：30～正午

マタニティストレッチ
出産の準備について
先輩ママと赤ちゃんとの交流

④ ２月26日㈮
18：30～21：00 小児科医の話・赤ちゃんのお風呂

問�　
長
泉
町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
986

-

２
２
８
９

▲トーンチャイムは手で持って鳴らす楽器で、
　美しい余韻のある音色が魅力です。



2016.１.１号  広報ながいずみ13

情報ステーション プラス

「
豆
ま
き
と
昔
の
遊
び
」

「
長
泉
町
・
清
水
町
・
函
南
町
、
３
町
カ
ル
タ
大
会
」
開
催

野
村
万
作
・
萬
斎
狂
言
長
泉
町
公
演
を

開
催
し
ま
す

と　
き
／
４
月
21
日
㈭

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
・
ホ
ー
ル

開　
場
／
午
後
６
時

開　
演
／
午
後
６
時
30
分

演　
目
／
佐
渡
狐
、
二
人
袴
（
予
定
）

出�　
演
／
野
村
万
作
、野
村
萬
斎
、石
田

幸
雄
、高
野
和
憲
、内
藤
連
、中
村
修

一
、深
田
博
治
、月
崎
晴
夫
、飯
田
豪

入
場
料
（
全
席
指
定
）
／

　
１
階
席
４
５
０
０
円

　
（
当
日
券
５
０
０
０
円
）

　
２
階
席
４
０
０
０
円

　
（
当
日
券
４
５
０
０
円
）

　
人
間
国
宝
の
狂
言
師
さ
ら
に
は
文
化

功
労
賞
受
賞
の
野
村
万
作
、
野
村
萬
斎

の
親
子
が
長
泉
で
共
演
！
狂
言
の
世
界

を
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

ベルフォーレ、コミュニティなが
いずみ、三島・裾野・御殿場・小
山の各文化会館、沼津・三島のプ
レイガイドで販売（電話予約はベ
ルフォーレのみ）
※１人４枚まで購入できます。

発売日
「ベルフォーレ友の会」

会員先行販売開始
（電話予約は13：00～）

１/10㈰

一般販売開始
（電話予約は13：00～） １/17㈰

チケット発売

■チケット販売時間
ベルフォーレ／９：00～21：00
　毎月第１月曜日休館
　（祝・休日の場合は翌日休館）
コミュニティながいずみ／
　９：00～17：15
　毎週月曜日休館
　（月曜日が祝・休日の場合は開館）

※ 

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
で
の
購
入
に
限
り
、

町
内
在
住
で
、
70
歳
以
上
ま
た
は
高

校
生
以
下
の
方
は
１
０
０
０
円
引
き

で
購
入
で
き
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

時
、
住
所
、
年
齢
が
確
認
で
き
る
身

分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

　
会
場
で
は
、
紙
芝
居
や
昔
の
あ
そ
び
、

あ
た
た
か
い
お
汁
粉
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
楽
し
め
ま
す
。

　
家
族
で
参
加
し
て
、
家
庭
に
福
を
招

き
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
１
月
31
日
㈰

　
午
前
11
時
～
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ
／
割
狐
塚
稲
荷
神
社

内　
容
／

□
豆
ま
き

　
（
午
前
11
時
～
）

□
３
町
カ
ル
タ
大
会

　
（
午
前
11
時
30
分
～
）

□
お
汁
粉
サ
ー
ビ
ス

　
（
正
午
～
な
く
な
り
次
第
終
了
）

□
菓
子
ま
き

　
（
午
後
０
時
45
分
～
）

□
紙
芝
居

□
昔
の
あ
そ
び

　
（
ふ
る
さ
と
ス
ゴ
ロ
ク
、け
ん
玉
な
ど
）

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩

や
自
転
車
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
３
町
カ
ル
タ
大
会
と
は

　
長
泉
町
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
、
清
水
町

防
災
カ
ル
タ
、
函
南
町
食
育
カ
ル
タ
を

使
っ
た
カ
ル
タ
大
会
で
す
。

　
３
つ
の
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ル
タ
で

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

受
付
時
間
／
午
前
10
時
30
分
～

対　
象
／
小
学
校
１
～
４
年
生

定　
員
／
30
人
（
先
着
順
）

※
今
年
は
大
人
の
部
も
開
催
し
ま
す
。

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

8
7
8
0

　
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
豆
を
ま
き
、
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
て
１
年
の
無
病
息

災
を
願
う
「
豆
ま
き
と
昔
の
遊
び
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
長
泉
町
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
な
ど
を
使
っ
た
３
町
カ
ル
タ
大
会
を
同
時
開
催

し
ま
す
。
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活
を
支

え
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
、
事

故
や
病
気
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」、
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基

礎
年
金
」
な
ど
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
の
遅
れ
や

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納
付

猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
の

届
け
出
と
併
せ
て
役
場
・
福
祉
保
険
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
沼
津
年
金
事
務
所

　
☎
921

-

２
２
０
１

　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
専

門
医
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
方
、
家
族
に
い
つ
も
と

様
子
が
違
っ
て
い
て
心
配
な
方
が
い
る

場
合
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
２
月
１
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～
、
２
時
20
分
～
、

　
３
時
10
分
～

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方
と
そ
の
家
族

定　
員
／
３
人
（
先
着
順
）

相
談
料
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
内
容
な
ど
個
人
情
報
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の

「
医
師
に
よ
る
無
料
の
健
康
相
談
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
長
泉
町
医
師
ク
ラ
ブ
の
医
師
に
よ
る

無
料
の
健
康
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
目
の
健
康
や
疾
患
、
見
え
方
に
つ
い

て
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
相
談

と　
き
／
１
月
18
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

担
当
医
／
桑
名
祐
一
郎
医
師

　

 （
桑
名
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
眼

科
医
）

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
４
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
１
月
５
日
㈫
～
14
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

第
２
期
Ｍ
Ｒ
混
合

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
お
済
み
で
す
か

　
接
種
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

期
限
を
す
ぎ
る
と
、
無
料
で
の
接
種
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
は
忘

れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対�　
象
／
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成

22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
接
種
に
は
、
平
成
27
年
３
月
に
町
か

ら
郵
送
さ
れ
て
い
る
接
種
券
が
必
要
で

す
。
接
種
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再

発
行
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
健
康

増
進
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
こ
の
季
節

に
安
全
な
輸
血
用
の
血
液
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
成
人
を
迎
え

る
若
者
を
中
心
に
、
献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
や
街
頭
で
行
う
献
血
（
特
に
成

分
献
血
と
４
０
０
ml
献
血
）
に
積
極
的

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
献
血
ル
ー
ム
／

　
献
血
ル
ー
ム
・
柿
田
川

　
（
サ
ン
ト
ム
ー
ン
柿
田
川
南
側
）

　
☎
０
８
０
０

-

２
０
０

-

８
０
５
５

問　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
924

-

６
６
１
１

１
月
10
日
は

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

　
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
目
撃

し
た
と
き
は
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

　
通
報
を
す
る
と
き
は
、
左
記
の
内
容

を
お
聞
き
す
る
の
で
、
慌
て
ず
に
答
え

て
く
だ
さ
い
。

・ 

何
が
あ
っ
た
の
か

・ 

ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

・ 

い
つ
あ
っ
た
の
か

・ 

犯
人
の
特
徴
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

・ 

け
が
人
の
有
無
、
被
害
の
程
度
な
ど

の
現
在
の
状
況

・ 

通
報
者
の
氏
名
、
連
絡
先

※
緊
急
性
の
な
い
警
察
へ
の
相
談
・
不

　
審
者
情
報
は
裾
野
警
察
署
へ
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

問　
裾
野
警
察
署　
☎
995

-

０
１
１
０
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募
集

w
a
n
t
e
d

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
つ
く
し
の
会
」

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
つ
く
し
の
会
で
は

県
や
町
の
事
業
、

町
立
小
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育

園
な
ど
の
行
事

の
際
、
託
児
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
多
く
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
託
児
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

持
ち
物
／
認
め
印

申
込
場
所
／
こ
ど
も
育
成
課

※ 

活
動
内
容
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

と
こ
ろ
／
尾
尻
住
宅（
下
長
窪
41

-

１
）

募
集
戸
数
／

・ 

一
般
住
宅
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
…
１
戸

・ 

一
般
住
宅
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
…
１
戸

※ 

応
募
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※ 

入
居
補
欠
者
を
５
世
帯
程
度
募
集
し

ま
す
。

※
入
居
す
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

家　
賃
／

　
入
居
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
異
な
る

募
集
案
内
配
布
期
間
／

　
１
月
12
日
㈫
～
22
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

募
集
案
内
配
布
場
所
／
建
設
計
画
課

申
込
期
間
／
１
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

※ 

募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
２
月
中

旬
に
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

入
居
時
期
／
３
月
中
（
予
定
）

※
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
計
画
課　
☎
989

-

５
５
２
０

「
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
in
長
泉
」

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
／

　
４
月
２
日
㈯

　
（
雨
天
の
場
合

　
４
月
３
日
㈰
）

と
こ
ろ
／

　
駿
河
平
自
然
公
園

対　
象
／

①
趣
味
の
手
づ
く
り

　
品
を
製
作
・
実
演

　

 

お
よ
び
販
売
す
る
「
趣
楽
市
」
の
出

店
者
（
25
店
舗
程
度
）

② 

来
場
者
だ
れ
も
が
体
験
・
参
加
で
き

る
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
の
出
店
者

　
（
２
店
舗
程
度
）

出
店
料
／
１
店
舗
２
０
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
25
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
、
①
は
抽
選
、

　
②
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
長
泉
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

　
実
行
委
員
会
（
町
商
工
会
内
）

　
☎
986

-

０
６
８
５

生
涯
学
習
推
進
計
画
な
ど
の
素
案

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
し
て
、
計
画

の
見
直
し
や
新
た
な
計
画
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

素
案
名
／

・ 

第
２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画

　
（
中
間
見
直
し
）

・ 

第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
（
中
間
見
直
し
）

・ 

第
３
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

素
案
の
公
表
・
意
見
の
提
出
期
間
／

　
１
月
17
日
㈰
～
２
月
15
日
㈪

意
見
の
提
出
方
法
／

　

 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
子

申
請
の
い
ず
れ
か
で
、ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
へ
提
出

素
案
の
公
表
場
所
／

　

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、生
涯
学
習
課（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
）、役
場
２

階
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
南
部
地

区
セ
ン
タ
ー

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

２
２
８
９

な
が
い
ず
み
健
康
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
冬
季
ス
キ
ー
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
２
月
13
日
㈯

　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分（
予
定
）

　
（
荒
天
の
場
合
は
２
月
20
日
㈯
）

と
こ
ろ
／

　
ス
ノ
ー
タ
ウ
ン
Ｙ
ｅ
ｔ
ｉ（
裾
野
市
）

集
合
時
間
／
午
前
７
時
50
分

集
合
場
所
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

定　
員
／
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
７
３
０
０
円

　

 （
入
場
料
、
貸
し
ス
キ
ー
用
具
、
保

険
料
、
バ
ス
代
、
指
導
料
を
含
む
）

※ 

貸
し
ス
キ
ー
用
具
（
板
、
ス
ト
ッ
ク
、

ブ
ー
ツ
）
が
不
要
の
方
は
５
８
０
０

円
で
す
。

※ 

申
込
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
お
つ

り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）

持�

ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、
着
替
え
、

厚
手
の
帽
子
、
ゴ
ー
グ
ル
、
防
水
の

手
袋
な
ど

申
込
期
間
／
１
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

※ 

12
日
は
午
後
６
時
か
ら
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
場
所
／
体
育
協
会
事
務
局

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９
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催
し

e
v

e
n

t
s

「
介
護
保
険
制
度
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す

　
65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
、
介
護
保
険
料
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
65
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と　
き
／
１
月
26
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
役
場
・
大
会
議
室

内�　
容
／
介
護
保
険
制
度
、
介
護
保
険

料
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

予
防
に
つ
い
て

対�　
象
／
昭
和
25
年
12
月
２
日
～
昭
和

26
年
３
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※ 

対
象
の
方
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-
５
５
１
１

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
日
常
的
に
体
操
を
行
う
こ
と
で
健
康

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と　
き
／

　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
雨
天
中
止
）

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

　
（
開
場
は
午
前
６
時
15
分
）

と
こ
ろ
／

　
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※ 

直
接
、
都
合
が
良
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

各
会
場
と
も
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
来
場

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※ 
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
は
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
の
ボ
ー
ナ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
ポ

イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す

　
会
員
が
制
作
し
た
作
品
の
展
示
や
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と　
き
／
１
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
17
日
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
シ
ル
バ
ー
会
員
が
制
作
し
た

作
品
展
示
、
手
作
り
小
物
や
野
菜
の

販
売
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
988

-

２
６
７
０

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

ど
ん
ど
焼
き
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
毎
年
恒
例
の
ど
ん
ど
焼
き
を
今
年
も

行
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
体
験

も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
１
月
11
日
㈷

　
受
付
：
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
割
狐
塚
稲
荷
神
社

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
割
狐
塚
稲
荷
神
社

　
☎
989

-

４
９
０
４

「
長
泉
町
五ご
じ

十ゅ
う

雀か
ら

山さ
ん

歩ぽ

会か
い

」

会
員
を
募
集
し
ま
す

　
楽
し
く
山
野
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／
毎
月
第
３
日
曜
日
（
原
則
）

と
こ
ろ
／
県
内
外
の
山
野

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対　
象
／

　

 

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
50
歳
以
上

で
山
野
を
歩
く
体
力
の
あ
る
方

※ 

50
歳
未
満
で
も
、
会
の
趣
旨
に
賛
同

さ
れ
る
方
は
入
会
で
き
ま
す
。

年
会
費
／
１
８
０
０
円

※
バ
ス
代
が
別
に
必
要
で
す
。

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
北
野
さ
ん　
☎
986

-

４
９
２
３

な
ご
み
カ
フ
ェ
主
催

「
第
２
回
な
ご
み
フ
ェ
ス
」
を

開
催
し
ま
す

　
な
ご
み
カ
フ
ェ
で
は
、
子
育
て
中
の

親
た
ち
の
息
抜
き
と
交
流
の
場
を
つ
く

り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
楽
し
む
た

め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
や
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
バ
ザ
ー
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
２
月
８
日
㈪

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ
／
ニ
コ
ニ
コ
広
場（
健
康
公
園
内
）

　

 （
雨
天
の
場
合
は
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が

い
ず
み
ア
リ
ー
ナ
）

内�　
容
／
町
内
の
飲
食
店
、
雑
貨
店
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
、
町
内
幼
稚
園

の
有
志
の
母
親
グ
ル
ー
プ
、
子
育
て

支
援
団
体
な
ど
の
出
店

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
な
ご
み
カ
フ
ェ
の
ブ
ロ
グ

　

 （http://nagaizum
i753cafe.

blog.fc2.com
/

）
ま
た
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
な
ご
み
カ
フ
ェ

　

nagaizumi.oc.nagomi@gmail.com
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第
25
回
紙
わ
ざ
大
賞

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

　
全
国
公
募
コ
ン
ク
ー
ル
「
紙
わ
ざ
大

賞
」
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
紙

を
素
材
と
し
た
、
あ
っ
と
驚
く
作
品
が

並
び
ま
す
。

と　
き
／
１
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
）

と
こ
ろ
／

　
特
種
東
海
製
紙
Ｐ
ａ
ｍ

　
（
本
宿
４
３
７
）

入
場
料
／
無
料

※ 

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
特
種
東
海
製
紙
Ｐ
ａ
ｍ

　
☎
988

-

２
４
０
１

「
富
士
山
麓
産
学
官
金
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
す

　
医
療
や
介
護
、
福
祉
な
ど
に
関
連
す

る
企
業
や
研
究
機
関
に
よ
る
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。

と　
き
／
２
月
４
日
㈭

と
こ
ろ
／
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ

　
（
沼
津
市
大
手
町
１

-

１

-

４
）

内　
容
／

□
製
品
・
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
会

　
（
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分
）

□
事
業
報
告
・
記
念
講
演

　
（
午
後
１
時
30
分
～
５
時
）

□
産
学
官
金
交
流
会

　
（
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分
）

対�　
象
／
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
、

行
政
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
に
所
属

す
る
方

参
加
費
／
無
料

　
（
交
流
会
は
３
０
０
０
円
）

申�

込
方
法
／
１
月
26
日
㈫
ま
で
に
参
加

申
込
書
を
提
出

※ 

参
加
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
980

-

６
３
３
３

　
HPhttp://w

w
w

.fuji-pvc.jp/
県
立
静
岡
中
央
高
校
通
信
制
課
程

平
成
28
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

入�

学
資
格
／
平
成
28
年
３
月
中
学
校
卒

業
見
込
み
の
方
、
中
学
校
を
卒
業
し

た
方
、
高
校
転
入
学
希
望
者
、
高
校

中
退
者

願�

書
受
付
期
間
／
３
月
18
日
㈮
～
31
日

㈭
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
要
項
・
願
書
は
静
岡
中
央
高
校

東
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
県
立
三
島
長
陵

高
校
内
：
三
島
市
文
教
町
１

-

３

-

９
３
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

と�　
き
／
１
月
31
日
㈰
、
２
月
24
日
㈬

　
午
後
３
時
～

と
こ
ろ
／

　
静
岡
中
央
高
校
東
部
キ
ャ
ン
パ
ス

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
静
岡
中
央
高
校
東
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
928

-
５
７
５
７

静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
１
月
27
日
㈬
午
後
６
時
～
７
時

と
こ
ろ
／
静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
清
水
町
長
沢
７
６
２

-

１
）

演　
題
／
胆
石
と
胆
管
結
石
症
に
つ
い
て

講　
師
／
大
西
佳
文
医
師

　
（
消
化
器
内
科
部
長
）

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎
975

-

２
０
０
０

「
冬
の
薬
膳
講
座
」を
開
催
し
ま
す

　
体
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
る
食
材
や

薬
膳
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
１
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

講　
師
／
山
本
薫
子
さ
ん

　
（
管
理
栄
養
士
・
国
際
薬
膳
師
）

定　
員
／
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン

申
込
期
限
／
１
月
15
日
㈮

申
込
方
法
／

　

 

Ｅ
メ
ー
ル
に
参
加
者
全
員
の
名
前
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
託
児
希

望
の
有
無
（
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん

の
名
前
、
人
数
）
を
記
入
し
て
送
付

※ 

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
１
月
８
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

託
児
保
険
料
３
０
０
円
（
１
人
当
た

り
）
が
必
要
で
す
。
な
お
、
託
児
申

込
が
１
人
の
み
の
場
合
は
託
児
を
行

い
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　
山
本
さ
ん

　

rairinnokuni@
yahoo.co.jp

県
士
業
種
連
絡
交
流
会
主
催

「
無
料
合
同
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す

と　
き
／

　
２
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ

　
（
沼
津
市
大
手
町
１

-

１

-

４
）

内�　
容
／
法
律
、
登
記
、
土
地
価
格
、

境
界
、
税
務
、
企
業
会
計
、
労
働
、

年
金
、
特
許
な
ど
に
関
す
る
相
談

相�

談
員
／
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
司

法
書
士
、税
理
士
、不
動
産
鑑
定
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、
土
地

　
家
屋
調
査
士

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
日
本
弁
理
士
会
東
海
支
部

　
☎
052

-

211

-

３
１
１
０

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　11月13日㈮に長泉中学校で、地元の方を講師に
招いて昔の遊びなどを教えてもらい、触れ合うこ
とで、人と人との絆を感じる「あったか体験」が
開催されました。
　日本舞踊や将棋、モーター実験など全14講座が
開講され、生徒たちは「初めての挑戦で、わくわく
する！」と、貴重な体験に夢中になっていました。

おもしろ秘密の▶
モーター実験

◀将棋に挑戦！

　11月12日㈭から13日㈮と19日㈭から20日㈮に、
長泉中と北中の２年生がそれぞれ職業体験を行い
ました。町民図書館でも職業体験の中学生が活躍
し、本の貸し出しや返却を受け付けるカウンター
業務や、返却された本を棚に戻す作業などに一生
懸命に取り組んでいました。中学生は「仕事の大
変さを実感できました」と話してくれました。

元の方との絆を結ぶ
あったか体験開催地

くってどんなこと？
中学生が職業体験働

　町の学校給食では、食への親しみをもってもら
うため、地元食材を活用した給食を提供する「長泉
の日」を設けています。11月18日㈬には、生産者の
方を招いてお話を聞き、一緒に給食を楽しむ「ふ
れあい給食会」が南小学校で開催され、子どもた
ちは「野菜を育てる大変さを知ると、もっとおいし
く感じる」とおいしそうに給食を食べていました。

　11月27日㈮に長泉中学校で「夢に向かって今で
きること」をテーマに子育て学習講座が開催され
ました。講師の日吉克実さん（中央大学陸上競技
部）、近藤秀一さん（東京大学陸上運動部）は目
標を持つ児童・生徒にアドバイスを、川口雅司さん

（韮山高校教諭）は保護者に向けた子どものやる
気の出し方などを話してくれました。

の食べ物っておいしいね！
生産者とふれあう「長泉の日」町

を持つ親子に向けて
子育て学習講座開催夢

▲日吉さん（左）、近藤さん（中央）、川口さん（右）
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　11月22日㈰に健康公園で産業祭が行われ、町内外から
大勢の方が訪れました。
　会場には白ネギや四ッ溝柿など町の特産品のほか、町
内商店の一押し商品などの出店が並び、販売開始時刻前
から長蛇の列ができていました。
　また、ウェルピアながいずみアリーナ内では、町内の
事業所が自社製品や事業内容などを紹介する工業展が開
催されました。

の農林商工業の魅力が集結！
第20回産業祭開催町

⑥
⑤
④

①
②
③

①品評会で金賞・銀賞を受賞した野菜のお披
露目②紙わざ大賞入賞作品展示会では、紙で
作られたとは思えない精巧な作品に、来場者
から驚きの声が聞こえました。③ボールを
キャッチすると特産品がもらえる特産品ＰＲ

プレゼント大会や餅投げは大人気。大勢の人が集まり、「こっ
ちに投げて～！」と大賑わいでした。④品評会で金賞・銀
賞を受賞した野菜の競売「宝船」では、段ボールいっぱい
のおまけの野菜がプレゼントされました。⑤最新技術が並
ぶ工業展⑥町内音楽サークル「くいしんぼ～ん」の皆さん
によるトクサンジャーのステージショー。栄養たっぷりな
町の特産品を、楽しく紹介してくれました。
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　11月22日㈰に健康公園で開催された産業祭の会
場で、人権擁護委員や選挙管理委員、明るい選挙
推進委員の皆さんが啓発活動を行い、来場者に、
人権の大切さや18歳選挙権の導入などを呼びかけ
る啓発品を配布しました。委員の皆さんは「多く
の方に呼びかけができる良い機会となりました」
と話してくれました。

　長年にわたり同一職種に従事し、技能の鍛錬や後
進の育成などで町の産業発展に功績があった方が11
月22日㈰にウェルピアながいずみで表彰されました。
■理容師／大川洋司さん（本宿）
　（写真：前列左から２人目）
■電気工事士／寺本明夫さん（南一色）
　（写真：前列右から２人目）

業祭の会場で
啓発活動を行いました産

年の技能の鍛錬をたたえ
技能功労者表彰式長

　11月29日㈰に健康公園ニコニコ広場で長泉ライ
オンズクラブ主催の「～昭和の遊び体験～第２回
ライオンキッズデー」が開催されました。800人
を超える親子が集まり、コマ回しやけん玉、フラ
フープ、南京玉すだれなどを楽しみました。また、
ながいずみプロレスの試合も同時開催され、子ど
もたちは夢中になって声援を送っていました。

和の遊びにチャレンジ！
第２回ライオンキッズデー昭

　11月28日㈯に、西区地域セミナーとして、お菓
子作り教室が西区公民館で行われました。西区に
ある洋菓子店のパティシエ小松さんを講師に招き、
一口ショコラの作り方を学びました。
　約40人の区民が親子や友だち同士で参加し、「お
いしくなりますように」と願いを込めながら一生
懸命にショコラづくりに挑戦していました。

いしいお菓子で地域づくり
西区地域セミナーお
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　12月５日㈯、６日㈰にベルフォーレで第25回長
泉ピアノマラソンが開催されました。ベーゼンド
ルファーのフルコンサートピアノを弾くことがで
きる貴重な機会で、毎年多くのピアノ愛好者が参
加しています。今年も約300人の参加者が入れ替
わりでバトンを手渡しながら、ピアノの独奏や連
弾、合奏を披露し、美しい音色を響かせました。

　12月６日㈰に納米里公会堂前の広場で毎年恒例
の餅つき体験が行われ、約300人の区民が訪れまし
た。子どもたちは大人に手伝ってもらいながら、
一生懸命に餅をつき、つきたての餅を頬張ってい
ました。主催した地域づくり活動委員会の方は「準
備は大変ですが、毎年、子どもたちの笑顔が楽し
みでがんばっています」と話してくれました。

トンで繋ぐピアノの音色
第25回長泉ピアノマラソンバ

手につけるかな？
納米里区で餅つき体験上

　12月６日㈰の地域防災の日に各小学校を会場に
防災訓練が行われました。各区の自主防災会によ
る、三角巾や発電機、チェーンソーの使い方など
を体験するブースが並び、多くの来場者が災害時
に役立つ知識を学んでいました。また、長泉小学
校にはペット救護所が開設され、ペットを避難所
に受け入れる際の注意点などを確認しました。

域の防災力を育む
地域防災の日地

　12月12日㈯に下土狩駅周辺で第８回とがり停車
場お気楽市が開催され、約40店の出店が並びまし
た。来場者たちが、町の特産品や各商店の商品を
買い求める姿や、路上イベントを楽しむ姿が見ら
れました。また、メーンステージではいずみ太鼓
の演奏や空手の演武、ダンスなどが披露され会場
を盛り上げていました。

盛況の商店街
とがり停車場お気楽市開催大
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バレーボール大会で消防団をＰＲ
　村消防団主催による、第５回チャリティバレーボー
ル・ビーチボールバレー大会が青木村総合体育館で
開催されました。村内外より、多くの皆さんにご参加
いただき盛大に行われました。チャリティーという
ことで、大会参加費は村内の「社会福祉法人太樹会ラ
ポートあおき」へ寄付されました。このイベントは、
消防団の人員確保などが課題となっている中、イメー
ジアップを目的に開催されているものです。大会を
通じて少しでも多くの方に消防団を知ってもらい、
団員数の増加などにつながることが期待されています。

ジオパークジオパーク地域の魅力
再発見
地域の魅力
再発見 だ　よ　り

問い合わせ　産業振興課　☎989-5516
　　　　　　ながいずみ観光交流協会　☎988-8780

Vol.10

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

溶岩の上の神社「割狐塚稲荷神社」
　割狐塚稲荷神社は１周80ｍ、高さ10ｍほどの溶岩
塚の上に鎮座し、稲荷大名神を祭っています。溶岩
塚は空気や地面に触れ、冷え固まった溶岩流の表面
を、内部に流れる高温の溶岩流が押し上げてできた
小丘です。
　この溶岩塚がつくられる過程で、溶岩流の表面が
膨らんで亀裂が生じます。亀裂には現在、約80本の
朱鳥居が並び、木々が茂る参道になっています。溶
岩塚の上には「割狐岩」と名付けられた、溶岩でで
きた岩があります。この岩の割れ目から狐が飛び出
した、この岩に狐が住み着き夜になると出没した、
との伝説があり、これらが神社の名前の由来となっ
ています。

▲狐の伝説がある「割狐岩」

Interview

勝又清文さん
新屋町下区在住。割狐塚稲荷神
社の宮司を務める。

　割狐塚稲荷神社は古くから下土狩にあり、地
域の安全を守る氏神です。１月のどんど焼き、
大晦日の餅まきなど年間を通して行事がありま
す。これらの年間行事は氏子である下土狩の方々
の協力で行われています。氏神と氏子は長年助
け合ってきました。この伝統を大切にし、地域
の方々に愛される神社であり続けたいです。
　また、ジオサイトに認定されてからは、県外
から研究者が訪れたり、小学生が溶岩の観察に
来たりと来訪者が増えています。文化と自然、
両方の魅力を持った割狐塚稲荷神社を多くの方
に訪れてもらいたいです。
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜31日

救急協力医1
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈯ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 よざ小児科� （967）5722 沼津市原

17日㈰ 駿東整形� （922）8855 沼津市高沢町
五十嵐クリニック�（934）6700 沼津市志下

あめみや内科� （935）1159 沼津市吉田町
きくちクリニック�（989）5788 長泉町桜堤
須山診療所� （998）0006 裾野市須山

西村医院� （971）6510 長泉町下土狩

18日㈪ 松原医院� （962）1496 沼津市白銀町 旭医院� （966）0031 沼津市原 原小児科� （962）0636 沼津市八幡町

19日㈫ ひがしおかクリニック�（941）8269 清水町柿田 おぐち医院� （992）6611 裾野市深良 杉谷小児科� （923）6543 沼津市筒井町

20日㈬ 大沢クリニック�（929）1313 沼津市若葉町 べっく・クリニック�（921）1300 沼津市西沢田 大橋内科・小児科�（992）2800 裾野市佐野

21日㈭ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 青沼クリニック�（929）6205 沼津市大岡 白十字小児科� （933）5111 沼津市下香貫馬場

22日㈮ 関外科� （921）2185 沼津市花園町 花クリニック� （987）9145 長泉町下土狩 まるやま小児科�（981）8577 清水町堂庭

23日㈯ 聖隷沼津� （952）1000 沼津市松下 きせがわ病院� （952）8600 沼津市大岡 りゅうじん医院�（988）3133 長泉町下土狩

24日㈰ 守重医院� （931）2511 沼津市我入道江川
遠藤クリニック�（975）8801 清水町久米田

杉山（和）医院� （972）3223 清水町伏見
白石医院� （951）4593 沼津市市道町
大坂屋クリニック�（995）3100 裾野市佐野

さくま小児科� （992）6303 裾野市茶畑

25日㈪ 田沢医院� （962）1205 沼津市大手町 田沢医院� （962）1205 沼津市大手町 よざ小児科� （967）5722 沼津市原

26日㈫ 西方外科� （921）1333 沼津市共栄町 つかだ医院� （983）1577 清水町堂庭 白十字小児科� （933）5111 沼津市下香貫馬場

27日㈬ おおしろクリニック�（976）0027 清水町堂庭 本村クリニック�（969）0001 沼津市大塚 西村医院� （971）6510 長泉町下土狩

28日㈭ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 小林（米山町）医院�（921）2165 沼津市米山町 すずきファミリー�（960）0333 沼津市一本松

29日㈮ 沼津整形� （921）3791 沼津市共栄町 薬袋クリニック�（933）0148 清水町徳倉 大橋内科・小児科�（992）2800 裾野市佐野

30日㈯ 瀬尾記念慶友� （935）1511 沼津市下香貫島郷 大橋内科・小児科�（992）2800 裾野市佐野 田中医院� （921）2053 沼津市高島町

31日㈰
山本整形外科・循環器科�（989）8111 長泉町南一色
田中クリニック�（992）1881 裾野市伊豆島田
こんどうクリニック�（925）2420 沼津市岡宮

こんどうクリニック�（925）2420 沼津市岡宮
境医院� （975）8021 長泉町竹原
田中クリニック�（992）1881 裾野市伊豆島田

西村医院� （971）6510 長泉町下土狩

耳鼻科
８：00～17：00

17日
㈰

長谷川耳鼻咽喉科
0545（30）8733　富士市浅間本町

24日
㈰

さわだの森耳鼻咽喉科
（929）8787　沼津市西沢田

31日
㈰

たかひろ耳鼻咽喉科
0545（66）5100　富士市宮島

眼　科
８：00～17：00

17日
㈰

永井眼科
（980）1777　三島市萩

24日
㈰

吉村眼科内科
（984）1333　三島市長伏

31日
㈰

あいあい眼科
（967）7715　沼津市原

産婦人科
８：00～17：00

17日
㈰

かまたクリニック
（988）2488　三島市文教町

24日
㈰

三須産婦人科
（993）0011　裾野市佐野

31日
㈰

井関マタニティ
（952）4103　沼津市八幡町

歯　科
９：00～15：00

17日
㈰

さきかわ歯科医院
（976）8241　清水町伏見

24日
㈰

瀬川歯科医院
（988）8904　長泉町桜堤

31日
㈰

せき歯科クリニック
（981）2633　清水町的場
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12月11日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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